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司
馬
遼
太
郎
が
歩
い
た
道 

吉
田
町 

金
屋
子
神
社 

  

加
茂
町
・
光
明
寺
を
後
に
し
て
、

司
馬
氏
は
、
三
刀
屋
川
に
沿
っ
て
吉

田
村
に
向
か
い
ま
す
。 

途
中
「
掛
合
町
」
で
（
こ
こ
が
最
後

の
町
だ
・
・
と
つ
ぶ
や
き
）
、
戦
国

の
時
代
、
こ
の
地
を
幾
度
も
毛
利
軍

が
往
来
し
た
で
あ
ろ
う
・
・
と
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
、
車
を
左
折
、
吉
田

村
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。 

鉄
山
師 

筆
頭
頭
取
・
田
部
家
を

訪
れ
た
司
馬
氏
は
、
２
３
代
当
主
、

田
部
長
右
エ
門
朋
之
氏
（
元
県
知

事
）
に
面
会
。
田
部
家
の
歴
史
と
踏

鞴
（
た
た
ら
）
に
つ
い
て
お
話
を
聞

い
て
い
ま
す
。（
是
非
本
文
を
） 

「
タ
タ
ラ
は
ア
ラ
シ
ゴ
ト
で
し
た

よ 

だ
か
ら
ぼ
く
な
ん
ぞ
は
、
山
賊

の
親
玉
み
た
い
な
も
ん
で
・
・
と
田

部
氏
は
笑
わ
ず
に
言
っ
た
。」 

（
原
文
）
と
書
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
後
、
司
馬
氏
は
田
部
氏
と
共

に
川
尻
の
「
金
屋
子
神
社
」
へ
。 

そ
し
て
、
引
力
を
引
き
ち
ぎ
る
よ

う
に
急
坂
を
登
り
・
・「
菅
谷
高
殿
」

に
向
か
い
ま
し
た
。 

金
屋
子
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
こ
の

神
社
は
田
部
家
の
金
屋
子
信
仰
の

総
本
山
的
神
社
と
し
て
建
立
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

元
文
５
年
（
一
七

四
〇
年 

八
代
将
軍
・
吉
宗
の
頃
）

に
比
田
の
金
屋
子
神
社
か
ら
分
霊

遷
宮
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。 

「
彫
刻
が
悪
く
な
い
で
し
ょ
う
」
ゴ

ム
長
を
履
い
た 

田
部
氏
は
神
殿

や
門
の
彫
刻
を
指
さ
し
て
言
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
部
氏
ご
推
奨
、 

司
馬
氏
と
見

あ
げ
た
自
慢
の
彫
り
物
を
是
非

見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。 

 

 
 

雲
南
市
民
バ
ス 

 
 
 
 
 
 
 

同
乗
記 

  

市
民
バ
ス
は
合
併
前
か
ら
合
併
の
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
運
行
し
よ
う
と

言
う
こ
と
で
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

「
病
院
に
行
く
の
が
便
利
に
な
っ
た
」 

「
学
校
に
通
う
の
に
下
宿
す
る
必
要
が

無
く
な
っ
た
」「
若
い
者
に
頼
ま
ん
で
も
」

等
な
ど 

喜
び
の
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。 

 

先
日
、
始
発
地
の
吉
田
町
農
協
前
か
ら

大
東
町
行
き
に
乗
り
込
ん
で
み
ま
し
た
。 

２
時
３
５
分
、
平
日
の
５
便
と
言
う
こ

と
も
あ
っ
て
吉
田
か
ら
乗
り
込
む
人
は

な
し
。
今
日
は
中
間
テ
ス
ト
だ
か
ら
・
・

と
聞
き
、
大
東
ま
で
お
客
様
な
し
か
な
と

心
配
し
ま
し
た
が
、
掛
合
町
か
ら
高
校
生

数
名
、「
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
い
挨
拶
。 

鍋
山
、
三
刀
屋
駅
と
ぼ
つ
ぼ
つ
乗
り
込

む
人
有
り
。
平
成
病
院
玄
関
前
を
ぐ
る

り
。
木
次
町
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
賑
や

か
に
乗
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
「
ど
こ
ま

で
行
く
の
？
」
「
加
茂
！
」
授
産
所
に
通

う
皆
さ
ん
で
し
た
。 

大
東
ま
で
約
一

時
間
二
〇
分
。 

奥
様
方
に
色
々
お
話

を
聞
く
こ
と
も
で
き
て
、
有
意
義
な
バ

ス
体
験
タ
イ
ム
で
し
た
。 

な
か
で
気
に
な
る
こ
と
が
少
々
。 

ど
こ
行
き
か
、
ど
こ
を
経
由
す
る
の

か
？ 

次
止
ま
る
の
？ 

と
言
っ
た
情

報
が
判
ら
な
い
こ
と
で
す
。 

早
急
に
改
善
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

も
う
一
点
、
大
東
の
病
院
で
す
が
、

吉
田
発
一
便
で
病
院
に
行
く
と
受
付
が

最
後
に
な
り
、
い
つ
も
午
前
中
後
半
の

診
察
と
な
り
、
午
前
便
に
間
に
合
わ
な

い
と
の
こ
と
。
公
平
性
の
観
点
か
ら
受

付
時
間
を
考
慮
い
た
だ
け
な
い
か
？
・
。 

土
、
日
便
は
朝
、
昼
二
便
で
す
が
、
も

う
少
し
増
や
し
て
も
ら
え
な
い
か
・
・

と
言
っ
た
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
改
善
の
余
地
が
あ

り
そ
う
で
す
。 

「
改
善
と
既
得
権
」 

利
用
者
の
ご
理
解
が
必
要
で
す
。 

 

６
月
か
ら 

上
着
な
し 

 
 
 

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ 

 

６
月
１
日
か
ら
市
役
所
も
議

会
も
上
着
な
し
、
ネ
ク
タ
イ
も
外

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

省
エ
ネ
の
た
め
、
公
的
施
設
の

冷
房
温
度
が
２
８
度
に
設
定
さ

れ
る
た
め
の
対
策
で
す
。
国
で
も

同
じ
よ
う
に
実
施
さ
れ
ま
す 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 

編
集
後
記 

３
号
で
「
永
井
隆
博
士
」
に
つ

い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
所
、

た
く
さ
ん
情
報
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
感
謝
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
身

近
な
話
題
を
取
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

６
月
議
会
。
明
る
い
話
題
が
出

て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
・
・
。 

 

眞 
 

 

より使いやすく便利に！ 
 みんなの願いです。 

六
月
定
例
会 

七
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で 

雲
南
市
に
な
っ
て
３
回
目
の
定
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
回
は
３
月
の
予
算
審
議
後
の
執
行
状

況
、
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
七
日
は

提
案
説
明
一
般
質
問
は
十
三
日
か
ら
の
予
定
で
す 

木下の金屋子神社。  菅谷の

金屋子さんも必見です。 


